
　令和２年９月９日（水）当センター講堂にて
「令和２年度認知症講演会」を開催しました。
　今年度は、新型コロナウィルスによる制約の
中でいつものような参加募集は行わず、近隣の
方々をお招きして、実施しました。
　講師の三橋様は、ご自身が認知症のご両親及
び奥様の介護を通して、得られた経験から、認
知症は“忘れても心は生きている”ことを分か
りやすく、そして温かくお話していただきまし
た。
　この模様は、当センターのホームページや当
センターのYouTubeチャンネルで公開してい
ますので、ぜひご覧ください。

　令和２年12月２日（水）、３日（木）に
当センター講堂にて「令和２年度第１回
依存症セミナー」を開催しました。
　新型コロナウィルス感染防止に配慮し
ながら、例年より定員を絞り、依存症治
療及び支援に携わる方々を対象として、
２日間にわたり当センターの職員が依存
症についての概論、事例による看護、相
談、支援の実際等の講義を行いました。
また、依存症当事者による体験談の発表
も同時に行いました。

　令和２年12月８日に、黒岩祐治神奈川県知事が、新型コロナウィルス感染症の受け入れ病棟へ激
励と職員との意見交換のために当センターへ来院されました。

　知事の激励を受け、より一層の患者さん、ご家族の皆様、そして病院関係者が安心して来院でき
るよう感染防止対策をしてまいります。
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左上：新型コロナウィルス受け入れ病棟視察
の様子

右上：来院時手指消毒の様子
右下：職員への激励の様子
左下：知事との意見交換の様子

● 黒岩祐治神奈川県知事が来院しました。
● 部署リレー（2A病棟、医療安全推進室）
● ご寄附のお礼
● 講演会等開催しました。
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黒岩神奈川県知事が現場訪問に来院しました。
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　２Ａ病棟は、身体ケアを必要と
する患者さんが多く入院されてお
り、比較的長期入院の方が多い病
棟です。以前は精神科の病院では
数十年入院している患者さんは珍
しくありませんでしたが、県立の
精神科病院として、専門的な医療
の提供を目指し、精神症状が落ち
着かれた患者さんに対しては地域
で生活が出来るよう、医師・精神
保健福祉士・連携サポートセン
ター看護師と病棟看護師が協力
し、退院支援を進めています。

　15年以上前から言われている「入院医療中心から地域生活中心へ」の流れはやっと精神
科にも届いてきました。そして、「精神科にも対応した地域包括システム」に基づき、精神
疾患を持つ方々が退院後に地域で生活する場所は、少しずつ広がりを見せています。長期に
入院していた方が地域で生活するには、安心できるサポートが必要です。当センターでは退
院された方が安心して生活が出来るように、慣れ親しんだ病棟看護師が訪問看護に同行し、

フォローすることも行っています。そのよ
うな中で、病院の中ではみられなかった患
者さんの新たな力を発見し、持っている力
を信じて支援することの素晴らしさを感
じています。

　また、神奈川県の精神科コロナ重点医療
機関として、当病棟の結核ユニットなどで
受け入れを行っています。基本的には軽症
もしくは無症候の患者さんですが、突然の
感染で不安を抱える患者さんに対し、肺炎
症状の観察だけでなく、精神科の観察を行
いながら、無事に観察期間が終えられるよ
う、医師と協力して看護を提供しています。

集合写真

カンファレンス

　医療安全推進室は、センターの基本方針「みんなのちからで、安全な医療に取り組みます」
のもと安全な療養環境を創ることをめざしています。

　今年度は、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、当センターでも陽性患者さんを受け
入れることとなり、標準予防策の実践、患者さんを案内する動線や物の配置の検討、職員の
防護用具の着脱手順の周知、手指衛生方法の再確認
等、感染対策の見直しの機会となりました。患者さ
んや職員のみんなで感染対策に取り組みました。ま
た、５月に緊急事態宣言が解除されたあとの「対策
緩和」では、感染対策を継続しながら少しでも早く
元の生活に戻るための方策について検討しました。
具体的には、敷地内散歩、散髪、外出・外泊、面会
の再開を順次行いました。患者さんとご家族の皆様
のご協力によりこれまでは感染症の持ち込みもな
く経過できました。

　11月からの第３波の流行に対して、再度感染対
策を強化することになりました。１月に再度緊急事
態宣言が発出されるなど、難しい局面はまだまだ続
きますが、出来る限り治療の歩みを継続できるよう
感染予防対策と医療安全対策を、患者さんとご家族
と共に取り組んでいきたいと考えています。

・・・・・ご寄附ありがとうございました。・・・・・
　新型コロナウィルス感染症に対し医療の最前線で尽力する医療従事者を応援したい皆様か
ら横浜市に寄せられた寄附金を活用して、専門図書など研究研修に必要な備品整備、院内保
育園の環境整備、ナースシューズの更新など職員の勤務環境の改善を図りました。ご寄附い
ただいた皆様ありがとうございました。

医療安全推進室身体ケア病棟（2A病棟）
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